
スポーツ振興課の主な事業の取組 

状況と今後の取組について 
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愛知県における東京2020オリンピック・パラリンピック 

の盛り上げについて 

１ 事前合宿 

【趣旨】 

○ 合宿で世界のトップ選手を受け入れることで、県民のスポーツへの関心を喚起し、次代を

担う人材育成につながる機会とするとともに、合宿後も続く交流の契機とする。 

≪事前合宿が行われた自治体（３市・３競技）≫ 

自治体名 相手国 競技名 

名古屋市 カナダ 車いすバスケットボール（男女）/パラリンピック 

安城市 カナダ ソフトボール（女子）/オリンピック 

刈谷市 カナダ バスケットボール（女子）/オリンピック 

≪県からの支援内容≫ 

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の出場にあたり、受入れ自治体から東

京（選手村等）までの交通輸送等を支援（貸切バス１台、アテンド１名、通訳１名）。

２ 東京2020オリンピック聖火リレー 

 ○ 2021年３月25日に福島県からスタートし、東京で開催されるオリンピック開会式（７月

23日）までの121日間をかけて、全国47都道府県で実施。 

主催：（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

   共催：東京 2020 オリンピック聖火リレー各都道府県実行委員会

≪愛知県における実施内容≫ 

ア 実施日 

2021年４月５日（月）、６日（火）＜２日間＞ 

イ ルート（15市20区間） 

１日目 

2021年４月５日（月） 

＜７市11区間＞ 

瀬戸市⇒名古屋市①※⇒春日井市⇒名古屋市②※⇒犬山市※

⇒一宮市⇒名古屋市③※⇒稲沢市⇒清須市⇒名古屋市④※ 

⇒名古屋市⑤ 

２日目 

2021年４月６日（火） 

豊橋市⇒半田市※⇒豊川市⇒安城市⇒刈谷市⇒岡崎市※ 

⇒大府市⇒豊田市①⇒豊田市② 

    ※は、隊列車両を伴なわない「子どもの火」区間。 

   「子どもの火」について 

     東京2020オリンピックでは、ギリシャでの採火時から「親の火」と「子どもの火」

を用意し、これを「親子の火」方式としている。通常は「親の火」でリレーを実施す

るが、遠隔地に聖火が訪問する際は、「子どもの火」により実施した。  

出発式（豊橋市） 
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ウ 聖火ランナー 

   ２日間で総勢255名の聖火ランナーが走行。 

エ セレブレーション 

   各日の最終地点において、聖火の到着を祝うセレモニーを実施。 

    １日目：名古屋城・二の丸広場 

    ２日目：豊田スタジアム・西イベント広場 

≪東京2020オリンピック聖火リレー愛知県実行委員会の構成・役割≫ 

   設 立：2018年７月19日 

    構 成：会長 知事、副会長 副知事 

委員12名（経済界、行政、有識者） 

役 割：ルート案の策定 

聖火ランナーの募集・選考 

聖火リレー実施支援（交通・沿道整理等） 

セレブレーションの実施 

出発式・ミニセレブレーションの実施支援 

３ 東京2020パラリンピック聖火フェスティバル 

 〇 障がいや年齢、国籍を問わず、全ての人が共生できる社会の実現を理念とするパラリンピ

ックの盛り上げを図ることを目的として、2021年８月12日（木）～24日（火）の13日間

に、採火・集火・聖火リレーなどを行う「パラリンピック聖火フェスティバル」を全国47

都道府県で実施。 

≪愛知県における実施内容≫ 

〇 ８月12日（木）～15日（日）に、49市町村（大口

町、扶桑町、幸田町、設楽町、豊根村を除く）におい

て、独自に採火やビジット（市町村内施設等への火の訪

問）などを実施。 

〇 ８月15日（日）に、県庁本庁舎駐車場で県が49市町

村の火を集める「集火式」と、東京に向けて送り出す

「出立式」を実施。 

＜集火式・出立式概要＞ 

日 時：８月15日（日）19：00～19：30 

会 場：愛知県庁本庁舎駐車場 

参加者：知事、49市町村代表者、県代表者（MICRO氏） 

観覧客：無観客（関係者のみ） 

2



１ 奥三河パワートレイル 

林道・砂利道・登山道などの未舗装路を走るトレイルランニング大会。アップダウ

ンが厳しい本格的な中距離（30ｋｍ～100ｋｍ）レースで、2015 年から開催。 

＜2021 年度の状況＞ 

新型コロナの影響により、2022 年春に延期 

＜2022 年度の取組（第７回大会）＞ 

開催日程：2022 年４月９日（土）、10 日（日） 

※ 競技開催日は 10 日（日） 

※ 大会の魅力向上のため、コースの一部を変更 

  （コース） 

   茶臼山高原から新城市門谷地区までの約 70 ㎞ 

累計標高差（登りの高さの合計）約 4,000ｍ 

＜直近開催（第５回大会）＞ 

  2019 年４月６日（土）、７日（日） 

  ※ 2020 年の第６回大会は、新型コロナの影響により中止

  （出走者数） 

841 人（38 都道府県） 完走者 568 人、完走率 67.5％ 

  （観戦者数） 

   約 10,500 人 

 ＜県の取組＞ 

  ・エイドでの奥三河の特産品の提供 

・奥三河の木材を活用した完走賞、副賞トロフィーの制作

・ＳＮＳ等を活用した大会や奥三河の魅力のＰＲ など 

＜今後の課題＞ 

・コースの見直し（舗装部分の短縮） 

・運営に係る市町村の負担軽減

２ アイアンマン７０．３セントレア知多半島ジャパン 

 水泳、自転車、ランニングの３種目を連続して行うトライアスロンの世界的なシリ

ーズ戦で、国内唯一のアイアンマン大会。 

 2010 年から開催しており、2014 年には愛知県知事が大会名誉会長に就任。 

＜2021 年度の状況＞ 

新型コロナの影響により開催見送り 

＜今後の予定＞ 

開催時期未定 

＜前回開催（第 11 回大会）＞ 

2020 年 10 月 18 日（日） 

※ 新型コロナの影響により、当初予定していた６月 

から延期 

スポーツ大会を活用した地域振興について

猪をモチーフにした 

トロフィー 

奥三河パワートレイル 

（スタート） 

新舞子マリンパークにおける 

映像配信 
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（コース） 

新舞子マリンパーク～ＮＴＰマリーナりんくう 

※70.3 マイル＝113.1ｋｍ 

（スイム／1.9ｋｍ、バイク／90.1ｋｍ、ラン／21.1ｋｍ） 

   （出走者数） 

844 人／組（国内在住者のみ） 

＜県の取組（2020 大会）＞ 

・新舞子マリンパークにおける映像配信 

・参加記念品の製作・配布 

・大会ＰＲムービーの製作 

 ＜大会の課題＞ 

  ・協賛企業の確保など収支の見直し 

  ・アイアンマンの公認を得るためのコースの見直し 

３ ＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）ラリージャパン 

 ＷＲＣは、国際自動車連盟（ＦＩＡ）が 1973 年に創設したラリー競技の最高峰に位

置する世界選手権。Ｆ１と同様の人気を誇り、2022 年は欧州を中心に世界で 13 戦開

催され、最終戦を 11 月に愛知・岐阜にて開催。 

 2022 大会が開催されれば、2010 年に北海道で開催されて以来、国内では 12 年ぶり

の開催となる。愛知・岐阜での開催に向け、大会開催に向けた支援や大会会場の盛り

上げ事業を展開。 

＜2021 年度の状況＞ 

新型コロナの影響により中止 

※ 代替イベントの「Central Rally 2021」の開催を支援 

＜2022 年度の取組＞ 

  開催日程：2022 年 11 月 10 日（木）～13 日（日） 

  （開催場所） 

   豊田スタジアム及び周辺自治体の一般公道・林道・農道 

   （競技開催自治体：岡崎市・豊田市・新城市・設楽町・中津川市・恵那市） 

   サービスパーク：豊田スタジアム 

  （競技主催） 

トヨタモータースポーツクラブ、（株）サンズ、ＭＯＳＣＯ 

（興行主体） 

ラリージャパン実行委員会（(株)サンズ、(株)電通、愛知県、岐阜県）

（協  力） 

関係市町ラリージャパン支援委員会（上記競技開催自治体） 

 ＜県の取組＞ 

  ・大会情報を掲載した観戦ガイドの発行 

  ・事前ＰＲイベントの実施 

  ・歓迎装飾の実施 

  ・会場におけるＰＲブースの設置  など 

＜今後の課題＞ 

  ・大会運営体制の確立 

  ・コースの確定 ラリージャパン 2022 

開催概要発表会 

参加記念品 

（タンブラー） 
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【Ｃｅｎｔｒａｌ Ｒａｌｌｙ ２０２１】※ラリージャパンの代替イベント

・開催日程 2021 年 11 月 11 日（木）～14日（日）

・参加台数 61 台（国内車両のみ） 

・開催場所 豊田スタジアム及び周辺自治体の 

一般公道・林道・農道 

      豊田スタジアム 

（メイン会場、サービスパーク） 

      岡崎市乙川河川敷（観戦エリア） 

・内  容 ラリージャパンのコースの一部を使用

      豊田スタジアムでの開催自治体、スポンサーブースの出展 

４ マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知 

世界最大の女子マラソンである名古屋ウィメンズ 

マラソン、名古屋ウィメンズホイールチェアマラソ 

ン、名古屋シティマラソンで構成される大会。 

前身の名古屋国際女子マラソンをリニューアルし 

た名古屋ウィメンズマラソンを核として、2012 年か 

ら開催。 

2014 年からは、競技用車いす（レーサー）による 

女性のみのホイールチェアマラソンも併せて開催。 

＜2021 年度の取組（第 11 回大会）＞ 

2022 年３月 11 日（金）～13 日（日） 

【選手募集定員】 

 定員 

ウィメンズマラソン ２２，０００人

ホイールチェアマラソン 若干名

シティマラソン １８，０００人

＜前回開催（第 10 回大会）＞ 

 2021 年３月 12 日（金）～14 日（日） 

 ※ 新型コロナの感染拡大防止対策として、定員を例年の約半数に縮小。 

その上で、大会約１か月前からオンラインマラソンへの移行希望を受付。ウィメ

ンズ 4,800 人、シティ 667 人がオンラインへ移行。 

（出走者数） 

  ・名古屋ウィメンズマラソン           ：4,704 人※

 ・名古屋ウィメンズホイールチェアマラソン ：  ７人 

  ・名古屋シティマラソン        ：4,113 人※

 ※ オンライン移行者を除く 

（観戦者数等） 

   マラソンＥＸＰＯ：28,565 人（３日間計） 

沿道観戦者：約 3.9 万人 

名古屋ウィメンズ 

ホイールチェアマラソン 

ビクトリーブーケの贈呈 

（ウィメンズマラソン表彰式）

名古屋ウィメンズマラソン 
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＜県の取組＞ 

・マラソンＥＸＰＯにおける愛知の特産品・観光地 

のＰＲ 

 ・あいちの花のＰＲ（フィニッシュレーンの装飾、 

優勝者等へのビクトリーブーケの贈呈など） 

・エイドでの愛知の特産品の提供 

・名古屋駅等における大会ＰＲ 

・ホイールチェアマラソンなど大会のライブ配信 

など 

 ＜今後の課題＞ 

  ・ホイールチェアマラソンの競技人口が少ないため、 

   継続的な参加者の確保に向けた取組 

５ 新城ラリー 

国内最高峰のラリー競技である全日本ラリー選手権の初戦。 

新城市がアウトドアスポーツのまちづくりを推進するイベントの一つとして、2004

年から開催。 

＜2021 年度の取組＞ 

2022 年３月 18 日（金）～20 日（日） 

※ 競技開催日は 19 日（土）、20 日（日） 

＜前回開催＞ 

2021 年３月 20 日（土）、21 日（日） 

（出場台数）64 台 

（観戦者数）新型コロナの影響により、無観客で開催 

 ＜県の取組＞ 

・2013 年から県営新城総合公園をメイン会場として提供 

・鬼久保スペシャルステージ（ＳＳ）などにおける大会 

の様子をライブ配信 

・奥三河ＰＲ動画の作成・配信 

・優勝したドライバー・コドライバー（ナビゲーター） 

に知事杯、あいちの花で作った花束の贈呈 など 

 ＜今後の課題＞ 

・奥三河地域以外での大会の認知度の向上 

・新たなコースの追加 

マラソンＥＸＰＯの 

愛知県ブース

スタート風景 

（県営新城総合公園） 

スペシャルステージ（SS）を走行 

（鬼久保ふれあい広場） 
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